
毎朝11時から5分間
だいたて商店街で

（敬和西老人クラブ連合会）

があります是非ご参加ください
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先
月
号
で
は
『
三
重
四
国
八
十
八
箇
所
霊

場
』
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
『
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
』
と
双
璧

を
成
す
有
名
な
霊
場
『
西
国
三
十
三
観
音
霊

場
』
も
『
伊
勢
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
』
と

し
て
県
内
に
は
存
在
す
る
と
書
か
せ
て
戴
き

ま
し
た
。

　
伊
勢
西
国
霊
場
の
歴
史
は
非
常
に
古
く
、

平
安
前
期
の
小
野
篁
（
小
野
妹
子
の
子
孫
）『
伊

勢
三
十
三
所
巡
拝
記
』
に
始
ま
り
、
伊
勢
路

と
共
に
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
観
音
寺
は
十
四
番
札
所
で
あ

り
『
勢
陽
雑
記
』(

明
暦
年
間)

に
伊
勢
西
国

霊
場
と
共
に
、
観
音
寺
の
歴
史
も
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
西
国
霊
場
全
て
の
本
尊
は
観
音
様
で
す
。

此
の
観
音
様
、
正
式
に
は
観
世
音
菩
薩
と
言

い
『
世
の
音
を
観
ず
る
』
世
間
全
て
の
人
々

の
声

(

音

)

を
観
じ
と
り
、
願
い
を
聞
き
入

れ
て
く
だ
さ
る
、
と
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
三
十
三
と
い
う
数
は
観
音
様
の
変
化
数
に

ち
な
ん
だ
物
で
、
観
音
様
は
人
の
悩
み
に
応

じ
て
千
手
観
音(

京
都･

三
十
三
間
堂)

や
十

一
面
観
音(

奈
良･

長
谷
寺)

な
ど
三
十
三
の

御
姿
で
現
れ
る
と
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
ち
な
み
に
観
音
寺
の
本
尊

で
あ
る
聖

(

正

)
観
世
音
菩
薩
は
、
変
化
し

て
い
な
い
根
本
の
御
姿
で
す
。

　
ま
た
観
音
寺
境
内
の
五
重
塔
脇(

道
路
側)

に
並
ぶ
石
仏
は
、『
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
』

の
本
尊
様
が
並
ば
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
お
寺

の
中
で
西
国
巡
り
が
出
来
る
よ
う
に
と
建
立

さ
れ
た
物
で
、
毎
日
三
十
三
体
を
順
番
に
御

参
り
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
仏
様
全
て
に
施
主
の
名
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
観
音
様
を
信
仰
さ
れ
た
三
十
三
名

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　 

津
観
音
堂
守
・
恐
々
謹
言

　
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
20
年
７
月

28
日
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
が
初
め
て
使
用

し
た
新
型
の
高
性
能
焼
夷
弾
で
津
市
の

市
街
地
は
全
て
焼
失
、
多
く
の
市
民
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
観
音
寺
の
境
内

も
貴
重
な
文
化
財
や
堂
宇
と
共
に
殆
ん

ど
が
焼
失
し
ま
し
た
。
観
音
寺
で
は
毎

年
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
、『
平
和
と
感
謝

の
祈
り
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
戦
争
犠
牲
者
の
供
養
、
追
悼

と
社
会
の
平
和
を
願
う
為
、
平
成
９
年

よ
り
津
市
民
と
共
に
続
け
ら
れ
て
き
た

行
事
で
す
。

　
今
年
は
、
広
島
平
和
記
念
公
園
内
に

燃
え
続
け
て
い
る
『
平
和
の
灯
』
を
観

音
寺
へ
と
採
火
し
、
当
日
の
平
和
へ
願

い
が
込
め
ら
れ
た
ロ
ー
ソ
ク
約
１
５
０

０
本
に
分
灯
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た

『
鎮
魂
の
鐘
』
の
音
が
響
く
な
か
、
境
内

で
焼
失
を
免
れ
た
銅
像 

地
蔵
菩
薩
の
前

で
追
悼
法
要
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開

催
さ
れ
ま
す
。

場
所
　
三
重
県
津
市
大
門
32‐
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観
音
寺
境
内

開
催
日
　
平
成
23
年
７
月
28
日

時
間
　
　
午
後
６
時
開
始

★入場料
中学生以上：1,000円
親子：（中学生未満と同伴）1,000円
小学生以下：500円
小学生未満：無料

平
和
と
感
謝
の
祈
り
　

　
　
　
　
７
月
28
日

今年の夏も
だいたて夜店
今年の夏も

だいたて夜店
会場★だいたてアーケード
日時★7月7日（木）・9日（土）・
        16日（土）・23日（土）
         ［午後6時～9時］

た
か
む
ら

へ
ん
げ

おばけ屋敷

親子で昆虫採集体験

ミニSL

★入場料：300円
小学生未満無料

★7月23日（土）
  午後5時～7時30分



　ゆるキャラ藤堂とらまる君の大好物、

とらまるアイス（300円）が人気！！ふ

わふわのカステラの中にバニラアイスが

IN。アイスが溶けかけるとカステラと

絶妙なハーモニーです。和風フラッペと

らふら（480円）もどうぞ。

電話／059－228－4802

営業時間/9:00～18:00　定休日／月曜日

とらや本家

　夏になるとはじまる翁の抹茶かき氷。

ふわふわのかき氷に上品な甘さの抹茶が

よく合います。上質の黒糖とわらび粉を

使用したわらび餅や抹茶プリンパフェも

オススメです。

電話／059－228－3715

営業時間／10:00～19:00　定休日／水曜日

翁

　昭和43年から自家製にこだわってつくるソフトクリー

ム（バニラ・抹茶・ミックス各260円）。気温によって味

の濃さを調整し、おいしさを最大限に引き出しています。

お持ち帰りにはカップアイス、フルーツソース入りのサン

デーカップ、ラム酒のアイスクリームが入ったシューアイ

スもどうぞ。このほかメロンゼリーもございます。

電話／059－226－4884

営業時間／9:30～19:30　定休日／水曜日

サンカドー

　平治煎餅本店の各店舗の中でもここ大

門本店でのみ販売。

平治くん（バニラ味）・日焼け平治くん

（黒糖味）・美白平治くん（ミルク味）

各300円

電話／059－225－3212

営業時間／9:00～18:00　定休日／水曜日

平治煎餅本店

大
門  

夏
の
ア
イ
ス
・
氷
特
集

大
門  

夏
の
ア
イ
ス
・
氷
特
集

一藤寿司 ●

翁 ●

八丁堀 ●

精巧堂印房 ●

弁慶うどん ●

サンカドー ●

ぶ
ん
ぐ 

白
カ
ネ
ヤ 

●

 

ニ
ュ
ー
し
ろ
が
ね 

●

シ
ョ
パ
ー
ル 

●　
　
　

ピ
ゲ 

●

大
森
屋
本
店 

●

タ
イ
ユ
ヴ
ァ
ン 

●

グ
レ
イ
ス 

キ
タ
ム
ラ 

●

● 

シ
モ
オ
カ
陶
苑

● 

三
宅
医
院

● 

ペ
リ
カ
ン
ハ
ウ
ス

モードサロンおの ●

甲子堂時計店 ●

赤紫屋 ●

近藤楽器店 ●

山本松竹園 ●

パスタアルデンテ ●

うどんの幸助 ●

● 大門　
  公設市場

● 衣料のマツダ

● 大門観光

● 岩田楽器店

● まごべえ

● BRAN

津都ホテル

津センターパレス

● 百五銀行
  大門町出張所

● 片岡屋陶磁器店

● シンフォニック

● 村上電気

マツザカヤビル

● とらや本家

● クリーニング・糸ボタン

● 衣料のマツザカヤ
● トンク2

ア
ー
ト
フ
ァ
ム
Ｓ 

●

シ
ュ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ミ
ズ
タ
ニ 

●

シ
ャ
デ
ィ
坂
口 

●

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ 

●

と
り
宗 

●

● 

平
治
煎
餅
本
店

● 

サ
カ
エ
ヤ
● 

ふ
く
さ
ん
の
お
店

● 

明
風

● 

ハ
ッ
ト
リ
洋
装
店

● 

●

● 

メ
ガ
ネ
の
服
部 

●

み
ゆ
き 

●
PWC

だいたて駐車場

2F

WC

P

P

WC

大門駐車場

至
津
駅 

→ 

国
道
23
号
線 

← 

至
岩
田
橋

津インター ← フェニックス通り → 津なぎさまち

大門交差点

イケガミ
　 11th

大澤屋

● 

二見屋

●ゴルフ工房
フルショット

福田
帽子店

五重塔

本堂

津観音

津
観
音
公
園

仁王門

資料館2F

白銀屋呉服店 ●

ブティックノン ●

村田金物店 ●

シスキン ●

民芸寿司処 魚九 ●

わけあり工房 ●

あ
の
つ
九
兵
衛 

●

プロレスマスク ●
ミュージアム

ユウキカイロ ●


